






















は〔 〕で括って補うなど、 〔 〕内には前田が附した文書などを入れた。
3.発行日・印刷日・発行所.弟行人などについての記載は現物奥附に従った。現物奥附には「印刷日」 「印
























































While sauntering at summer by the ocean, one is sometimes surprised to find the large
dark shell of a turtle, which seems to have come to sight suddenly from nowhere. This
animal, with its looks of a flat rock, is so clumsy and slow in motion that at first it seems to
represent nothing but monotonous honesty. If watched, however, he will creep away toward
the sea with a curious shyness of his own and with such an air of serious purpose that one









The story-tellers, perhaps because it was beyond their capacity of narration, have
ommitted to tell us details of the pleasant, dreamlike three years that followed at the castle
between Urashima and the Princess. We know, however that at the end of that time the










































































































































には、 「まだ自作の撮影を見たことがない-」 「甲府にロケーションをしての感想は-」 「八観線
バスは本昔にあったといふ-」 「井伏氏と甲州とは深い関係がある-」 「バスを塗り換へて又塗り掲
へる話-」の見出しが附されている。
なお、成瀬・藤本が、井伏原作の映画として「東京の合唱」 「多甚古村」 「南風交響楽」 「響」と、
この「秀子の車掌さん」を挙げている.


















が表示されている。また、 「南風交響栄」は、上記シナリオの内容から、 「丹下氏邸」 (『改造』第13巻
第2号、 1931年2月1日)・「銀座の牧ちゃん」 (『333』第2巻第1号、 1937年1月1日)の両作品
が原作と思われる。
本号には、この座談会のほか、 「管」 (ノンブルなし、 10貢に相当)、 r秀子の車掌さん」 (ノンブル
なし、 21貢に相当)、 「管」のスチール写真・広告(71貫)、 「映査物語」柵に「管J (108頁-109貢)、






















































































書いてあった. (62頁下段7行目～8行目) -書いてあった。」 (157頁13行目/518頁4行目)
その翌日、たまたま(62頁下段9行目) - rその翌日、たまたま(157貫14行目/518頁5行目)
「昨日のことがわかりましたか。」 (62頁下段10行目) - 『昨日のことがわかりましたか。』 (157
頁14行目　-158頁1行目/518頁5行目)




「それでしたら〔中略〕おきませうか。」 (62貫下段14行目～15行目) - 『それでしたら〔中略〕
おきませうか。』 (158頁3行目～4行目/518頁7行目～8行目)
娘は暫く考-てr鶏′)、屋のなかの柵に、モッコを〔中略〕モッコのなかに入れておいて下さい。」













日曜以下の日は、 (63頁下段4行目) →日曜以外の日は、 (160頁12行目/519頁15行目)
無論娘の留守のときには(63頁下段5行目) -無論、娘の留守のときには(160頁12行目～13行
目/519貴15行目)































映画サークル協議会の文章、 r文芸会館人世坐(文芸坐、人世坐、文芸地下、弁天坐) /株主名簿」 「後















座談会には、 「モジリアニとその周りの人びと」 「パリの個展、画塾など」、 「轟術家の悲しさ」の見
出しが附されている。








































る。代表作には「ジョン万次郎漂流記」 (昭和十三年第六回直木賞) 「漂民宇三郎」 (三十年日本芸術















































































































なお、 「高田牧舎へのメッセージ」は、 Ⅰ、 Ⅱ、 Ⅲの3部で構成、井伏文はⅢのところに掲載。 「高
田牧舎へのメッセージ」については、 「謹啓　初夏の候ご清祥にてお過ごしのこととお慶び申し上げ
ます。 /さて、早稲田の「高田牧舎」も明治三十八年創業いらいやがて近く満八十年を迎えることが
できました。これもひとえに皆様方のご愛顧の賜ものと感附の気持でいっぱいでございます。つきま
しては、八十年を回顧しささやかな小冊子を編集して皆様-のお礼といたしたく、ご多用中恐縮でご
ざいますが、 「高田牧舎へのメッセージ」を頂戴できますならば望外の幸せでございます。なにとぞ
微意をお汲みとりくださいまして、突然のことながらよろしくご協力の程お願い申し上げます. /七
月上旬、諸先生方に右のようなお願いを致しましたところ、数多くのメッセージを項戴することがで
きました。お書きくださいました原稿(ハガキ)は、記念としてながく保存させていただきます.な
お、三部に分け、それぞれ配列は五十音順でございます。」との説明が2頁の上段にある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
〔森谷千恵子『セザンヌ-の道のり』帯文〕
株式会社牧羊杜(東京都渋谷区渋谷2-12-12)発行、藤谷千恵子著『セザンヌへの道のり』 (1990
年12月10日発行)の帯に掲載。発行人・川島寿美子、印刷・三和印刷株式会社、定価1850円(本体1796
円)。
「藤谷さんは、約十年くらゐ前からパリ近郊へ何回か出かけ、セザンヌの故郷へは五回出かけた。
その間に前書の「セザンヌの散歩道」と、この「セザンヌへの道のり」を書上げた。」以上、井伏全
文.この井伏文は、 『セザンヌへの道のり』出版のことが加筆された以外は、藤谷千恵子『セザンヌ
の散歩道』 (牧羊社、 1988年12月28日)掲載「序」の最終段落(新版全集第27巻563頁)と殆ど同じ。
なお、帯には、吉井長三(「吉井画廊」社長) 「セザンヌの歩いた遥」も掲載されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
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